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中学生がとる同調行動と対人恐怖心性との関連
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　This investigation was conducted in order to clarify relation of the conforming behavior in a junior high school 
student, and anthropophobia mentality, and it obtained the following conclusions.
　The tendency of conforming behavior was high in the woman or the second grader also in the junior high school 
student. Moreover, the tendency to take the conforming behavior mended externally on the whole was high. In the 
boy, the second grader, or the student that thinks "it is not good in the atmosphere of a class", the tendency was high. 
Also in anthropophobia mentality, the tendency for him to be superfluously conscious of especially himself and 
others was high. The boy's tendency which fears a look was higher than the woman, and the second grader woman 
was difficult to speak in public. The student who thinks that the atmosphere of its class is good was superfluously 
conscious of himself or others, and the student who thinks that atmosphere of its class is not good thought that he 
was weak-willed.　Anthropophobia mentality was as high as the student it is easy to take conforming behavior. 
Especially the student with high anthropophobia mentality was not the student that aligns positively but a student 
who aligns externally. 
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はじめに

　現代において，青年の人間関係の希薄化は多くの研
究者が指摘しており，それに伴い青年は自分の本音を
表に出さず，意見を周囲に合わせるような同調的行
動をとりやすくなっていることも指摘されている 1 － 3）．
菊浦・吉岡 4）は，希薄化とは，人との深いつながり
を持つことに関して積極的に働きかけない，また深い
対人関係を持とうとしてもそれらが得られにくい傾向
と述べている．また，大学生を対象に友人関係の研究
を行った岡田 5）は，先に述べたような現代青年特有
の希薄化した人間関係をとっている者も，必ずしも自
分の人間関係の在り方に満足していない可能性を示唆
している． 
　さらに，高校生を対象とした葛西・松本 6）上野ら 7）

の研究では，同調行動をとる青年は他者からどう思わ

れているかを気にしていること，同調性が高い者の特
徴として他者の視線を強く意識し，友人に同調的な態
度をとりながらも，心理的には大きな距離を保ち，自
分が傷つかないようにしていると述べられている．ま
た，中村 8）は中学生から大学生を対象にした対人不
安に関する研究を行い，人前で行動することに対する
緊張と他者からの評価に対する不安が強いことを明ら
かにしている．
　以上のことから，現代の青年は，非常に他者を気に
し，対人関係に困難さを抱えていることが考えられる．
対人関係の困難さを示すものの一つとして，対人恐怖
が挙げられる．永井 9）は，対人恐怖は神経症レベル
の疾病であるが，健常者における対人恐怖症的な傾向
である対人恐怖心性はかなりの割合で見られることが
指摘している．また，大学生を対象とした堀井 10）の
研究において，時代の進行に伴い対人恐怖心性が増大
している可能性が示唆されている．さらに岡田 11）は，
友人関係の場において，深刻さを避け表面的に楽しい
関わりを求める「群れたがり」指向を持った群におい
て，「他者との関係における自己意識」得点が高かっ
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たことを受け，現代青年の特徴を，表面的に明るく，
騒がしく落ち着きがない態度で友人関係をとりながら
も，他者からの評価や視線に気を遣う傾向にあると述
べている．
　さらに，松田 12）は，青年期になると，集団の重要
性が増し，集団の規範に従おうとする傾向や，周囲の
人々の行動や態度に注意を払い，自分の行動や態度と
比較しようとする傾向が顕著になると述べている．
　以上のことから，現代の青年は，対人関係に困難さ
を抱え，過剰な同調行動をとりやすく，対人恐怖性の
増大傾向が考えられる．
　ここまで青年期における同調や対人恐怖心性につい
て述べてきたが，堀井 10）は，対人恐怖心性は中学か
ら高校の時期にかけて増大し始め，大学生の時期には
低減することを明らかにしている．このことから，対
人恐怖心性は青年期の中でも特に中学時代に高くなり
始めると考えられる．
　落合・佐藤 13）の中学生，高校生，大学生の友人関
係の発達的変化を調査した研究では，特に中学生は，
自分の本音を見せず，同調的なつき合い方をしやすい
と指摘されている．
   これらのことから，同調行動と対人恐怖心性の関連
において，対人恐怖心性，同調性の両方に高まりが見
られる中学生に焦点を当て研究を行うことは意義があ
ると考えられる．よって，現代の中学生の友人関係に
おける心理理解や，対人恐怖心性が高い生徒，友人関
係についての悩みを抱える生徒などに対する，健康相
談活動，個別指導の一資料とするために，中学生のと
る同調行動と対人恐怖心性の関連を明らかにしたい．

研究方法

1．調査方法
1）調査期間
　平成 24 年 10 月下旬～ 11 月上旬
2）調査対象
　質問紙調査は，調査について協力が得られたＫ市内
の中学校 1 校の 1 年生～ 3 年生，計 415 名，男子 201
名，女子 214 名を対象とした．対象校は，Ｋ市内の
東部に位置する中学校で，全校生徒数約 870 名である．
3）調査方法
　調査対象校の校長に対し，調査内容の説明を行い本
研究への協力を求め同意を得た．後日，協力が得られ
た学級担任のクラスで，生徒に対して学級担任が調査
内容の説明を行い，集団一斉調査を行った．
2．調査内容
1）調査対象者のプロフィール

　学年，性別，部活動加入の有無について選択を求め
た．
2）得意なこと・頑張っていることについて
　勉強，運動，部活動，習い事，趣味，人との関わり，
その他から複数選択を求めた．
3）クラスの雰囲気について
　クラスの雰囲気について，良い，やや良い，あまり
良くない，良くないの 4 つから 1 つ選択を求めた．
4）同調行動について
　同調行動についての質問項目は，葛西，松本 5）が
作成した同調行動尺度を使用した．構成因子は，「仲
間への同調因子（12 項目）」「自己犠牲追従因子（11
項目）」の計 2 因子 23 項目から成り立っている．選
択肢は，4「あてはまる」，3「ややあてはまる」，2

「どちらともいえない」，1「あまりあてはまらない」，
0「あてはまらない」の 5 件法にて回答を求めた．平
均点は 0 ～ 4 点で，点数が上がるにつれて同調行動
をとりやすいことを示している．
5）対人恐怖心性について
　対人恐怖心性についての質問項目は，佐藤，田代 14）

が作成した対人恐怖心性尺度のうち，「大勢の人の中
向かい合って話すのが苦手だ．」を「大勢の前で話す
のが苦手だ．」に変更し，「いつも頭が重い．」を「い
つも頭が重い感じがする．」に変更して用いた．対人
恐怖心性尺度の構成因子は，「自他過剰意識因子（5
項目）」「集団不適応因子（5 項目）」「人前での発言困
難因子（5 項目）」「視線恐怖因子（5 項目）」「意志薄
弱因子（5 項目）」「無気力因子（5 項目）」の計 6 因
子 30 項目から成っている．選択肢は，3「あてはま
る」，2「ややあてはまる」，1「あまりあてはまらな
い」，0「あてはまらない」の 4 件法にて回答を求めた．
合計得点は 0 ～ 90 点で，点数が上がるにつれて対人
恐怖心性が高くなることを示している．
6）自由記述
　自由記述欄を設け，感想や質問等の記入を求めた．
3．倫理的配慮
   今回の調査では，調査目的および協力依頼を質問紙
調査票の冒頭に記述し，また調査実施前に学級担任か
ら口頭で説明を行い，調査対象者に同意を求めた．そ
して回答は無記名とし，質問紙への回答をもって，調
査協力への同意とみなした．
4．分析方法
　分析は，各個人について同調行動は平均点，対人
恐怖は合計点を求めた．回答割合の比較はχ 2 検定，
平均値の差の比較は，マン・ホイットニーの U 検定，
クラスカルウォリス検定を用い，得点間の関連は，ス
ピアマンの順位相関係数を用いた．また，各得点の平
均値±標準偏差（以下ＳＤとする）により，得点高群
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と得点低群に分けた．なお，統計処理には Excel 統計
2008 を用い，1％及び 5％の危険率で有意差の判定を
行った．
5．用語の操作的定義
1）同調行動
　同調行動とは，藤原 15）を参考にし，今回は「自分
とは異なる意見，態度，行動を周囲から求められたと
き，迷いながらも周りの意見，態度，行動に合わせて
しまう傾向」と定義した．
　同調行動は 2 因子から成っており，本研究で使用し
た同調行動尺度を作成した葛西・松本 6）はこの 2 因
子を以下のように説明している．仲間への同調因子は，
友人や仲間と同じことをしたい，積極的に友人と同じ
行動をとりたいという意識を表しており，内心から他
者の意見や行動を受け入れる「内面的同調」との関連
が強い．一方，自己犠牲追従因子は，自分を抑えて相
手と同じことをしたいという意識を表しており，自分
を犠牲にしても友人に合わせようとするものであり，
自分は心から納得していないにもかかわらず，友人と
同じ行動をしているため，「表面的同調」と関連が深
い．
2）対人恐怖心性
　対人恐怖心性とは，堀井・小川 16）を参考にし，今
回は「一般の健常者にも見られる，対人恐怖の傾向で
ある人見知りや過度の気遣い，対人緊張などの心理的
な傾向」と定義した．堀井・小川 16）は，対人恐怖心
性を以下の 6 因子に分けている．
　自他過剰因子は，対人関係において，他者の評価に
対する過剰な意識や，同時に他者に評価される自己に
対する過剰な意識，すなわち，自他へのとらわれを表
す．集団不適応因子は，集団という対人場面に溶け込
んで自由にふるまえないという非社交的側面に関する
悩みを表す．人前での発言困難因子は，シャイで引っ
込み思案ゆえに生起しやすい臨場的な社会的不安意識
を表す．視線恐怖因子は，対人接触場面において，他
者とまなざしが合うことや他者から見られることに対
する恐れを表す．意志薄弱因子は，自らの意志や感情
を統制できないことに対する不安や不満感を表す．こ
の悩みは対人意識へのとらわれの中で生じる自己に対
する否定的な問題意識の側面を表す．無気力因子は，
生への充実感が持てず，抑うつ的になり，心身の不調
を訴えるというような悩みを表す．このような悩みは，
過剰な対人意識や症状へのとらわれによって二次的に
誘発されやすい悩みである．

結果および考察

1．質問紙調査票の回収結果
　表 1，2 に示すとおり，分析対象者は，全体で 367
名であり，男性 168 名，女性 199 名，1 年 117 名，2
年 122 名，3 年 128 名であった . 対象者の男女割合
は，男子が 45.7%，女子が 54.3% と女子がやや多かっ
た．学年で見ると，1 年（31.9%），2 年（33.2%），3
年（34.9%）で 3 年生，2 年生，1 年生の順に多かった．

2．対象集団の特性について
　部活加入割合は，部活をしている生徒が 63.2%，部
活をしていない生徒が 36.8% で部活をしている生徒
の方が多かった．部活をしている生徒の男女割合は，
男子 58.9％，女子 66.8％であり，女子の方が部活を
している生徒が多かった．これに対して，文部科学
省の調査 17）では，中学生の男女別の部活加入割合は，
運動部では男子 83.0％，女子 64.1％であり，男子の
方が部活をしている生徒が多いが，運動部以外では男
子 7.9％，女子 27.1％であり，合計すると男女ともほ
ぼ同様の部活動加入割合であった．よって全国と比較
すると今回の対象者は部活動加入割合は低いと考えら
れる。次に，部活をしている生徒の学年別の割合は，
1 年 84.6％，2 年 73.8％，3 年 33.6％であり，2 年生
が最も部活をしている生徒が多かった． 
　頑張っていること・得意なことについて，全体で
は「勉強」が 55.1% と最も多く，次いで「部活動」
52.1% であった．男女間では，「運動」（P<0.01）と

「趣味」（P<0.05）は男子が有意に多く，「習い事」は
女子が有意（P<0.01）に多かった．上妻・福留 18）の
中学 1 年生と 3 年生，高校 1 年生を対象とした研究
では，中学 1 年生と中学 3 年生において，男子は「運
動」，女子は「習い事」を頑張っている者が多いとい
う結果が出ており，本研究の結果とほぼ同様であった．
次に，学年間で見ると，他学年に比べて「勉強」は 3
年生に有意（P<0.01）に多く，「部活動」は 1，2 年生
に有意（P<0.01）に多かった．
　クラスの雰囲気の感じ方については，全体では「良
い」が 46.9% と最も多く，次いで「やや良い」が

表 1　回答者の性別割合

性別 人数 割合

男子 168 45.7%

女子 199 54.3%

全体 367 100%

表 2　回答者の学年割合

学年 人数 割合

1 年 117 31.9%

2 年 122 33.2%

3 年 128 34.9%

全体 367 100%
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45.2％で，クラスの雰囲気を肯定的にとらえている生
徒が大多数であることが分かる．深谷 19）の東京・神
奈川の中学 1 ～ 3 年生を対象にした調査で，学級の
雰囲気について楽しいクラスかを 4 択で尋ねている
質問での回答割合は「とてもそう思う」31.1％，「わ
りとそう思う」49.6%，「あまりそうでない」13.2％，

「ぜんぜんそうでない」6.1% と，全体においては今回
とほぼ同様の結果であった．この深谷の研究 19）では
学年による違いが見られたが，本研究では，クラスの
雰囲気の感じ方に学年差が見られなかった．これは本
研究の対象集団の，学業面，進路面についての悩みの
学年差が少なかったのではないかと考えられる．しか
しながら，深谷 20）が明らかにしているように，クラ
スをどう感じるか，楽しいと感じるかは，生徒の体調
面や友人関係の良否，担任教師なども影響するため，
クラスの雰囲気の感じ方が学年変化するかどうかにつ
いては，さらなる研究が期待される．

3．同調行動について

　全体の同調行動得点は 2.0 ± 0.61 点であった．ま
た表 3 に示すとおり，同調行動得点を因子ごとに見る
と，仲間への同調因子（2.0 ± 0.69 点）よりも自己犠
牲追従因子（2.1 ± 0.71 点）の方が有意（P<0.05）に
得点が高かった．因子の特徴から考えると，本研究の
対象集団は，自分を犠牲にして友人に合わせる傾向が
高いことが考えられる．深谷 19）の研究に見られるよ
うに，現代の中学生は人間関係のあり方が自分の利益
に直接影響することが多いので，人間関係を円滑にす
るため自分を偽ったり，人に嫌われないように無理を
したりするような自己犠牲的な人付き合いしていると
考えられる．
　さらに，同調行動各質問項目の得点を見ると，全体
においては「12．何かをするときみんなと一緒だと
安心する」（3.0 ± 1.03 点），「21．友達に嫌な思いを
させてまで，自分の意見を通したくない」（3.0 ± 1.16
点）が最も得点が高かった．つまり，周囲に敏感で，

自分を抑えるといった特徴が見られる．　
　次に，性別で見ると，男子（1.9 ± 0.57 点）に比べ
て女子（2.1 ± 0.63 点）の方が同調行動得点は高く，
有意差（P<0.01）が見られた．
　さらに因子別で見ても，表 3 に示すとおり，男子に
比べて女子の方が仲間への同調も自己犠牲追従も高い
得点を示しており，有意差（P<0.01）が見られた．塚
本・濱口 21）は，中学生女子の友人関係は，親密性の
相互確認や排他的，閉鎖的な特徴を持つため，1 度で
も仲間のグループから外れた場合に，そのグループに
戻ることが難しくなると述べている．また，石田・丹
村 22）の研究では，集団の閉鎖性が高いほど，生徒の
同調志向が高いことを示している．このことから，中
学生女子は，同調行動を取ることにより，親密性を確
認しつつ，閉鎖的なグループの中で，そこから疎外さ
れないように他者に同調する傾向があると考えられる．
よって今回，男子よりも女子の方が同調行動をとりや
すいという結果が得られたと考えられる．
　性別における因子間の差を見ると，表 3 に示すと
おり，男子は仲間への同調よりも自己犠牲追従が有意

（P<0.05）に高かった．石田・丹村 22）によると，男子
は女子に比べて，階層性が高く，自分の意志とは関係
なく自分より階層が高い者に同調する傾向があること
を指摘している．これはつまり，男子はグループ内に
上下関係があり，自分の意見を抑え，リーダーなど自
分よりもグループ内で上の立場にいる人の意見に従う
傾向にあるということである．また，崔 23）の研究に
おいて，男子は同調のために，何かについて自分だけ
が感じている感情は表さないようにする自己抑制的傾
向があると述べられているが，これは今回の自己犠牲
追従傾向の強さと関連していると考えられる．

　次に，学年で見てみると，2 年生が最も同調行動得
点が高く，2 年生（2.2 ± 0.56 点）と 3 年生（1.9 ±
0.60 点）の間に有意差（P<0.01）が見られた．

表 3　全体・男女における同調行動各因子の平均得点

同調行動
各因子

全体 男子 女子

有意差n=367 n=168 n=199

平均 標準
偏差 平均 標準

偏差 平均 標準
偏差

仲間への同調
因子 2.0 0.69 1.9 0.64 2.1 0.72 **

自己犠牲追従
因子 2.1 0.71 2.0 0.67 2.2 0.73 **

有意差 * * n.s.

マン・ホイットニーのＵ検定　**;P<0.01　*;P<0.05 n.s.; 有意差なし

表 4　学年における同調行動得点

1 年
（Ａ）

2 年
（Ｂ）

3 年
（Ｃ）

有意差
（0.01）

ｎ 117 122 128

Ｂ＞Ｃ平　均 2.0 2.2 1.9

標準偏差 0.64 0.56 0.60 
クラスカル・ウォリス検定 P<0.01
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　因子ごとに見ると，仲間への同調因子，自己犠牲追
従因子どちらにおいても他の学年に比べて 2 年生の
両因子得点が有意（P<0.01，0.05）に高かった．また，
2 年生は，仲間への同調因子得点よりも自己犠牲追従
因子得点が有意（P<0.05）に高かった．崔 23）の研究
では，中学 2 年生は他学年に比べて，感情表出の制御
を多く行うという結果から，友人の中に生起した感情
に対し抑制したり，強調したりすることによる同調を
行い，友人と同じ感情を共有しようとする傾向が強い
ことが指摘されている．このことから 2 年生が他学年
に比べて自分を犠牲にして同調する傾向にあると考え
られる．
　各学年の性別ごとに同調行動得点を見てみると，1
年男子・3 年女子（P<0.05），3 年男子（P<0.01）より
も，2 年女子の同調行動得点が有意に高かった．

　さらに，表 6 に示すとおり，同調行動各因子得点
を各学年の性別ごとに見ると，仲間への同調因子では，
3 年男子より 2 年女子の方が有意（P<0.05）に得点が
高く，自己犠牲追従因子でも 3 年男子より 2 年女子
の方が，1 年男子より 2 年女子の方が有意（P<0.05）
に得点が高かった．
　崔 23）が中学 2 年生は，部活動などの社会的場面で
の人間関係を重要視しているため，人間関係に気を使
い，相手に合わせて感情を抑制したり強めたりして同
調をたくさん行っていると指摘していることや，上記
の中学 2 年生，中学生女子の特徴が反映されて，今回
2 年女子の同調傾向が強いという結果に至ったと考え
られる．
　部活動加入の有無では，同調行動得点には有意差が
みられなかった．しかし，更に詳しく見ると，同調行
動の仲間への同調因子得点において，部活をしてい
ない生徒（1.8 ± 0.76 点）より，部活をしている生徒

（2.1 ± 0.63 点）の方が有意（P<0.01）に得点が高かっ
た．つまり部活をしていない生徒は，積極的に友人と
同じ行動をとりたいという意識がかなり低いことが考
えられる．
　得意なこと・頑張っていることの項目別で見ると，
同調行動得点において有意差は見られなかったが，因
子に分けると「勉強」を選んだ生徒では，仲間への同
調因子得点（2.0 ± 0.70 点）より，自己犠牲追従因子
得点（2.1 ± 0.72 点）が有意（P<0.05）に高かった．

　表 7 に示すとおり，クラスの雰囲気の感じ方別にお
いては，クラスの感じ方の違いによって同調行動得点
や各因子得点に有意差は見られなかった．しかし，ク
ラスの雰囲気を「良くない」と感じている生徒は，仲
間への同調因子得点がかなり低く，自己犠牲追従因子
得点と有意差（P<0.05）が見られた．つまり，クラス
の雰囲気を「良くない」と感じている生徒は，積極的

表 5　学年における同調行動各因子の平均得点

同調行動
各因子

1 年（Ａ） 2 年（Ｂ） 3 年（Ｃ）
有意差
（0.01）

有意差
（0.05）

n=117 n=122 n=128

平均 標準   
偏差 平均 標準   

偏差 平均 標準   
偏差

仲間への同調
因子 2.0 0.73 2.1 0.61 1.9 0.72 n.s. B>C

自己犠牲追従
因子 2.0 0.75 2.3 0.68 2.0 0.67 B>C B>A

有意差 n.s. * n.s.

マン・ホイットニーのＵ検定　*;P<0.05  n.s. ; 有意差なし
クラスカル・ウォリス検定　P<0.01 P<0.05

表 6　学年性別における同調行動各因子の平均得点

仲間への
同調因子

自己犠牲
追従因子 有意差

1 年男子（Ａ） n=56
平均 1.8 1.9 

n.s.
標準偏差 0.66 0.77

1 年女子（Ｂ） n=61
平均 2.1 2.1 

n.s.
標準偏差 0.78 0.72

2 年男子（Ｃ） n=50
平均 1.9 2.2 

n.s.
標準偏差 0.61 0.63

2 年女子（Ｄ） n=72
平均 2.2 2.4 

n.s.
標準偏差 0.57 0.70

3 年男子（Ｅ） n=62
平均 1.8 2.0 

n.s.
標準偏差 0.65 0.59

3 年女子（Ｆ） n=66
平均 1.9 2.0 

n.s.
標準偏差 0.78 0.73

有意差（0.05） D ＞ E  D ＞ A，
 D ＞ E

マン・ホイットニーのＵ検定　n.s. ; 有意差なし
クラスカル・ウォリス検定　P<0.05

表 7　クラスの雰囲気の感じ方別における同調行動各因
子の平均得点

同調行動
各因子

良い
（A）

やや良い
（B）

あまり良く
ない（C）

良くない
（D） 有

意
差

n=172 n=166 n=23 n=5

平均 標準
偏差 平均 標準

偏差 平均 標準
偏差 平均 標準

偏差
仲間への
同調因子 2.0 0.68 2.0 0.72 1.9 0.56 1.3 0.44 n.s.

自己犠牲
追従因子 2.1 0.70 2.1 0.71 2.0 0.79 2.1 0.27 n.s.

有意差 n.s. n.s. n.s. *

マン・ホイットニーのＵ検定　*;P<0.05 n.s. ; 有意差なし
クラスカル・ウォリス検定，n.s. ; 有意差なし
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な同調よりも表面的な同調を多くとっていることが考
えられる．

4．対人恐怖心性について
　全体の対人恐怖心性得点は 32.6 ± 17.59 点であった．
　表 8 に示すとおり，対人恐怖心性各因子得点で見
ると，自他過剰因子得点（6.4 ± 3.58 点）が他因子得
点よりも高かった．自他過剰因子は，対人関係におい
て，他者の評価に対する過剰な意識や，同時に他者に
評価される自己に対する過剰な意識，すなわち，自他
へのとらわれを表している．対人恐怖心性各質問項目
の得点を見ても，全体においては「1．他の人が自分
をどのように思っているのかとても不安になる」（1.9
± 0.91 点）の得点が最も高かった．

　学年別に対人恐怖心性得点を見ると，1 年 32.1 ±
18.83 点，2 年 34.1 ± 18.21 点，3 年 31.7 ± 15.77 点
であり，有意差は見られなかった．
　表 9 に示すとおり，対人恐怖心性各因子の得点を
見ると，1 年生や 3 年生においては，自他過剰因子得
点が他因子得点に比べて有意（P<0.01，0.05）に高く，
2 年生では人前での発言困難因子得点が他因子に比べ
て有意（P<0.01，0.05）に高かった．人前での発言困
難因子は，シャイで引っ込み思案ゆえに生起しやすい
臨場的な社会的不安意識を表している．
　中学生は思春期に突入し，それまで依存していた親
から離脱し，他者との新たな関係を築き始める時期を

迎える．その中で，どのような自分であれば他者に受
け入れられるのか，社会に受け入れられるような態度
や姿とはいかなるものなのかと自らの振る舞いに敏
感にならざるをえなくなり，それが社会的場面にお
ける緊張や困惑につながると堀井 10）は指摘している．
よって，対人関係における自他への過剰な意識や社会
的不安意識は，一般中学生の特徴であると考えられ
る． 
　次に，対人恐怖心性得点を性別で見ると，男子
33.1 ± 17.69 点，女子 32.3 ± 17.54 点で，有意差は
なかった．
　また，対人恐怖心性各因子得点を見ると，男子では
意志薄弱因子得点（6.3 ± 3.57 点），女子では自他過
剰因子得点（6.6 ± 3.72 点）が最も高かった．
　男女間に有意差が見られたものは，視線恐怖因子
のみであり，女子（4.0 ± 3.54 点）よりも男子（4.9
± 3.71 点）の方が有意（P<0.05）に得点が高かった．
さらに，対人恐怖心性質問項目別の得点を見てみて
も，「4．人と目を合わせていられない」，「10．人の
目を見るのがとてもつらい」，「16．人と話をするとき，
目をどこに持って行っていいか分からない」の３項目
で，女子よりも男子のほうが有意（P<0.01）に高かっ
た．今回の結果は，堀井 10）の研究の女子より男子の
方が人の目が気になる悩み（視線恐怖）得点が高いと
いう結果と一致している．堀井 10）は，男子は生物学
的にも心理社会的にも攻撃性が強く，その特性が攻撃
性を内包する視線恐怖心性の強さと密接な関連にある
と指摘している．つまり，男子が対人場面において視

表 8　全体・男女における対人恐怖心性各因子の平均得点

全体 男子 女子
有
意
差

n=367 n=168 n=199

平均 標準
偏差 平均 標準

偏差 平均 標準
偏差

自他過剰
因子（A） 6.4 3.58 6.1 3.41 6.6 3.72 n.s.

集団不適応
因子（B） 4.6 3.71 4.7 3.63 4.5 3.79 n.s.

人前での発言
困難因子（C） 6.2 3.93 6.1 3.90 6.3 3.95 n.s.

視線恐怖
因子（D） 4.4 3.64 4.9 3.71 4.0 3.54 *

意志薄弱
因子（E） 6.2 3.47 6.3 3.57 6.1 3.38 n.s.

無気力
因子（F） 4.9 3.51 5.1 3.50 4.8 3.52 n.s.

有意差（0.01）

A>B,A>D,
A>F,C>B
E>B,C>D,

C>F,E>D,E>F

E>B A>B,A>D,
C>D,E>D

有意差（0.05） n.s. A>B,E>D,C>B A>F,C>B

クラスカル・ウォリス検定 P<0.01 P<0.05
マン・ホイットニーのＵ検定  *;P<0.05　n.s.; 有意差なし 

表 9　学年における対人恐怖心性各因子の平均得点

１年 ２年 ３年
有
意
差

n=117 n=122 n=128

平均 標準
偏差 平均 標準

偏差 平均 標準
偏差

自他過剰
因子（A） 6.4 3.88 6.4 3.56 6.3 3.35 n.s.

集団不適応
因子（B） 4.5 3.86 4.9 3.86 4.4 3.42 n.s.

人前での発言
困難因子（Ｃ） 6.0 3.92 6.7 4.15 5.9 3.69 n.s.

視線恐怖
因子（D） 4.4 3.91 4.7 3.80 4.2 3.23 n.s.

意志薄弱 
因子（E） 6.1 3.75 6.4 3.49 5.9 3.17 n.s.

無気力
因子（F） 4.7 3.57 5.0 3.66 5.0 3.33 n.s.

有意差（0.01） A>B,A>D C>D,E>D A>B,A>D,
C>D,E>D

有意差（0.05） A>F,C>B,
E>B,E>D

A>D,C>B,
F>B,C>F C>B,E>B

クラスカル・ウォリス検定 P<0.01  P<0.05　n.s.; 有意差なし
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線恐怖傾向が強いのは，対人恐怖心性の根底に，男子
がもともと持つ他者との競争意識があるためであると
考えられる．
　対人恐怖心性得点を各学年の性別ごとに見てみると，
有意差は見られなかったが，対人恐怖心性得点が最も
高いのは２年女子（34.7 ± 19.53 点）であった．

　表 10 に示すとおり，対人恐怖心性各因子の得点を
見ると，1 年女子と 3 年女子は自他過剰因子得点が他
因子得点より高く，2 年女子は人前での発言困難因子
得点が他因子よりかなり高い得点となった．
　2 年女子は他学年に比べて，感情の抑制を行う傾向
が高いこと 9）に加え，藤岡・稲岡 24）が，2 年女子は，
他人との付合に対する失敗への不安を示す対人不安傾
向が高いということから，今回 2 年女子は，人前での
発言困難傾向が高かったと考えられる．
　部活加入の有無で対人恐怖心性得点を比較すると，
部活をしている生徒が 32.2 ± 17.98 点であるのに対
し，部活をしていない生徒は 33.5 ± 16.93 点で，有
意差はなかった．また，対人恐怖心性各因子得点を見
ると，部活加入の有無に関らず，自他過剰因子得点，
人前での発言困難因子得点が有意（P<0.01，0.05）に
高かった．これは，中学生全体における対人恐怖心性
の各因子得点を見たときの結果と同様であった．これ
らのことから，部活加入の有無による対人恐怖心性に
差はないと考えられる．
　得意なこと・頑張っていることの項目別において
対人恐怖心性得点を見ると，有意差はなく，「その他」

（35.8 ± 18.47 点），「趣味」（32.3 ± 18.29 点）を選択
した人の対人恐怖心性得点が高かった．

　また，対人恐怖心性各因子得点を見ると，「勉強」，
「運動」，「部活動」，「趣味」，「人との関わり」，「その
他」を選んだ生徒は自他過剰因子得点が高く，「趣味」，

「その他」の生徒はこれに加えて意志薄弱因子得点も
高かった．「習い事」を選んだ生徒のみ人前での発言
困難因子得点が高かった．

　表 11 に示すとおり，クラスの雰囲気において対人
恐怖心性得点を見ると，「良い」と感じている生徒

（27.6 ± 16.04 点）より，クラスの雰囲気を「あまり
良くない」と感じている生徒（44.3 ± 20.41 点）の方
が対人恐怖心性得点が高く，また，「良い」と感じる
生徒（27.8 ± 16.04 点）より，「やや良い」と感じて
いる生徒（36.1 ± 17.37 点）の方が有意（P<0.01）に
対人恐怖心性得点が高かった．これはつまり，クラス
の雰囲気を肯定的に捉えている生徒の方が対人恐怖心
性は低いということが考えられる．
　対人恐怖心性各因子得点を見ると，クラスの雰囲気
を「良い」，「やや良い」と感じている生徒は自他過
剰因子得点が高く，「良い」と感じている生徒はこれ
に加えて人前での発言困難因子得点も高かった．ま
た，意志薄弱因子において，クラスの雰囲気を「良
くない」（8.4 ± 4.04 点），「あまり良くない」（8.0 ±
3.91 点）と感じている生徒は，「良い」（5.5 ± 3.51 点），

「やや良い」（6.5 ± 3.21 点）と感じている生徒と比べ
て，意志薄弱因子得点がかなり高かった．田所 25）の
研究において，学級の雰囲気を悪いと感じている生徒
が多いクラスには，自己肯定感が低い生徒が多い傾向
が見られている．ここで，意志薄弱因子は，低い自己
肯定感とつながると考えられる「自分の意志や感情を
統制できない不安感や不満感」を表しているため，学
級の雰囲気を否定的にとらえる生徒は意志薄弱因子得
点が高いという結果につながったのではないかと考え
られる．

5．同調行動と対人恐怖心性の関連について
1）全体，性別における同調行動得点と対人恐怖心性
得点の関連
　まず，表 12 に示すとおり，全体における同調行動

表 10　学年性別における対人恐怖心性の各因子の平均
得点

対人恐怖
心性各因子

1 年男子 1 年女子 2 年男子 2 年女子 3 年男子 3 年女子
有
意
差

n=56 n=61 n=50 n=72 n=62 n=66

平均 標準
偏差 平均 標準

偏差 平均 標準
偏差 平均 標準

偏差 平均 標準
偏差 平均 標準

偏差
自他過剰
因子（A） 6.0 3.64 6.8 4.09 6.0 3.41 6.6 3.66 6.2 3.25 6.5 3.46 n.s.

集団不適応
因子（B） 4.7 4.13 4.2 3.62 4.6 3.54 5.1 4.09 4.8 3.26 4.0 3.56 n.s.

人前での発言
困難因子（C） 5.9 4.05 6.1 3.83 6.1 4.10 7.2 4.16 6.1 3.67 5.6 3.73 n.s.

視線恐怖
因子（D） 5.1 4.11 3.8 3.63 5.0 3.53 4.4 3.97 4.6 3.51 3.8 2.90 n.s.

意志薄弱
因子（E） 5.9 3.82 6.3 3.70 6.4 3.56 6.4 3.47 6.4 3.38 5.4 2.91 n.s.

無気力
因子（F） 4.9 3.65 4.5 3.52 5.0 3.54 5.0 3.77 5.4 3.39 4.7 3.27 n.s.

有意差（0.01） n.s. 　Ａ＞Ｄ，
Ｅ＞Ｄ n.s. Ｃ＞Ｄ n.s. 　Ａ＞Ｂ，

Ａ＞Ｄ

有意差（0.05） n.s. 　Ａ＞Ｂ，
Ｃ＞Ｄ n.s. 　Ａ＞Ｄ，

Ｅ＞Ｄ n.s. n.s.

クラスカル・ウォリス検定　 P<0.01 P<0.05　n.s.; 有意差なし

表 11　クラスの雰囲気の感じ方別における対人恐怖心
性得点

良い
（A）

やや良い
（B）

あまり良
くない（C）

良くない
（D）

有意差
（0.01）

ｎ 172 166 23 5
C ＞ A
B ＞ A平　均 27.6 36.1 44.3 36.6

標準偏差 16.04 17.37 20.41 14.10 
クラスカル・ウォリス検定　P ＜ 0.01
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得点と対人恐怖心性得点の関連を見ると，r s ＝ 0.39
とやや正の相関が見られた．また，全体における同調
行動得点を高群，低群に分けて見ると，同調行動得点
高群（43.8 ± 20.20 点）は同調行動得点低群（22.8 ±
15.71 点）より対人恐怖心性得点が有意（P<0.01）に
高かった．これはつまり，同調行動をとりやすい生徒
ほど対人恐怖心性傾向が高いことを示唆していると考
えられる．これに関連して葛西・松本 6）は，日常生
活において不安が高い場合，他者に同調する傾向があ
ると述べている．このことから，対人恐怖心性が高い
人は，対人場面における不安を軽減するために同調行
動をとっているのではないかと考えられる．

　また，表 12 に示すとおり、男女別における同調行
動得点と対人恐怖心性得点の関連を見ると，男子 r s

＝ 0.38 でやや正の相関があり，女子 r s ＝ 0.42 とかな
りの正の相関が見られた．さらに男女別の同調行動得
点を高群，低群に分けて見ると，男子で同調行動得点
高群（44.2 ± 17.27 点）は低群（24.4 ± 17.67 点）よ
りも対人恐怖心性得点が有意（P<0.01）に高く，女
子でも，同調行動得点高群（46.7 ± 19.79 点）は低
群（19.2 ± 12.57 点）よりも対人恐怖心性得点が有意

（P<0.01）に高かった．つまり，男女に関わらず同調
行動が高い人は対人恐怖心性も高いという結果となっ
た．今回の男女別に見た同調行動と対人恐怖心性の関
連で，特に女子に正の相関が強く見られたのは，葛
西・松本の調査 6）の，女子は男子に比べて円滑な友
人関係を維持することへの関心が高いという指摘から，
中学女子は友人関係の不安を低減しようとして同調行
動という手段をとりやすいためではないかと考えられ
る．

　表 13 に示すとおり，全体における同調行動得点と
対人恐怖心性各因子得点の関連を見ると，同調行動得
点と特に関連の強かった対人恐怖心性各因子得点は，
人前での発言困難因子（ r s ＝ 0.46），自他過剰因子

（ r s ＝ 0.45）であり，同調行動得点とかなりな正の相
関が見られた．これはつまり，同調行動傾向と関連が
深い対人恐怖心性は，特に人前での発言困難，自他過
剰であると考えられる．玉上 26）は，集団から孤立す
ることに対して強い恐怖を抱く人ほど，主張の場面に
おいて同調行動をとりやすいと述べており，これは人
前での発言困難傾向にあると考えられる．さらに，良
好な友人関係を重要視するような自他過剰的傾向の強
い人は，同調行動をとりやすいと述べている 26）こと
から，今回の結果につながったのではないかと考えら
れる．
　さらに表 13 に示すとおり、男女別の同調行動得点
と対人恐怖心性各因子得点の関連を見ると，特に男
子では自他過剰因子（ r s ＝ 0.42）が強く同調行動と
関連し，女子では人前での発言困難因子（ r s ＝ 0.50）
が強く同調行動と関連していることが分かった．堀
井・小川 16）は，劣等意識が強いほど意志薄弱傾向が
強いことを指摘している．さらに男子は女子より階層
性が強い 22）ということを考えると，男子は自分より
上位の人間に対して過敏になりやすく，自他過剰と同
調行動の関連が顕著にあらわれやすいと考えられる．
また，塚本・濱口 21）は，中学生女子は，親密性の相
互確認や排他的，閉鎖的な特徴を持つため，１度でも
仲間のグループから外れた場合に，そのグループに戻
ることが難しくなると述べている．このことから，中
学生女子は，閉鎖的なグループの中におり，そのグ
ループから疎外されたくないという不安を抱え，発言
困難傾向にあると考えられる．以上の男女の特徴より，
同調行動と関連する対人恐怖心性の因子においては，
男女で異なる傾向が考えられる．

表 12　全体・男女における同調行動得点と対人恐怖心性得
点の関連（ｒs）

対人恐怖心性得点

全体 男子 女子

n=367 n=168 n=199

同調行動得点 　　0.39** 　　0.38** 　　0.42**

スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01

表 13　全体・男女における同調行動得点と対人恐怖心
性各因子得点の関連（ｒs）

対人恐怖心性
各因子

同調行動得点
全体 男子 女子

n=367 n=168 n=199

自他過剰因子 0.45** 0.42** 0.47**

集団不適応因子 0.22** 0.26** 0.21**

人前での発言困難因子 0.46** 0.40** 0.50**

視線恐怖因子 0.27** 0.29** 0.30**

意志薄弱因子 0.32** 0.31** 0.35**

無気力因子 0.21** 0.25** 0.21**
スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01
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　表 14 に示すとおり，同調行動の各因子得点と対人
恐怖心性得点の相関を見ると，仲間への同調因子と，
対人恐怖心性得点の関連は，r s ＝ 0.25 とやや正の相
関が見られた．自己犠牲追従因子と対人恐怖心性得点
の関連は，r S ＝ 0.45 とかなりな正の相関が見られた．
これはつまり，対人恐怖心性傾向と関連が深い同調行
動は，特に自己犠牲追従であると考えられる．
　同調行動各因子の得点を高群，低群に分けて見ると，
仲間への同調因子得点高群（38.9 ± 20.33 点）は仲間
への同調因子得点低群（27.5 ± 19.73 点）より対人恐
怖心性得点が有意（P<0.01）に高かった．また，自己
犠牲追従因子得点高群 48.5 ± 17.72 点は自己犠牲追
従因子得点低群（21.2 ± 15.20 点）より対人恐怖心性
得点が有意（P<0.01）に高かった．つまり，仲間への
同調因子得点も自己犠牲追従因子得点も得点が高いほ
ど対人恐怖心性得点が高いということであり，積極的
にも表面的にも同調しやすい生徒は対人恐怖心性傾向
が高いと考えられる．
　上記で述べたように，同調行動各因子の得点と対人
恐怖心性の関連を見ていくと仲間への同調因子よりも，
自己犠牲追従因子が対人恐怖心性と関連が特に強いこ
とが分かった．さらに，自己犠牲追従因子と対人恐怖
心性各因子との関連を詳しく見ると，人前での発言困
難因子が自己犠牲追従因子と強く関わっていることが
分かった．これに関連して，栗林 27）はシャイな人ほ
ど自分の本心を隠し，自己防衛的な意味で作り笑いや
ごまかしといった周囲の雰囲気に同調すると指摘して
いる．つまり，人前での発言困難因子はシャイで人見
知りが故に生じる社会的不安意識であり，自己犠牲追
従因子は表面的な同調傾向を表しているため，今回，
自己犠牲追従因子と人前での発言困難因子に関連が見
られたと考えられる．
　男女別に同調行動各因子の得点と対人恐怖心性の関
連を見ていくと，男子（ r s ＝ 0.44），女子（ r s ＝ 0.48）
どちらも，自己犠牲追従因子が対人恐怖心性と強く関
わっていることが分かった．これは全体と同様の結果
であり，男女に関わらず，全体として表面的な同調を

とりやすい人は，対人恐怖心性が高いと考えられる．

2）学年別にみた同調行動得点と対人恐怖心性得点の
関連
　表 15 に示すとおり，学年別における同調行動得点
と対人恐怖心性得点の関連を見ると，1 年 r s ＝ 0.47，
2 年 r s ＝ 0.42 とかなりな正の相関があり，3 年は r s

＝ 0.28 とやや正の相関が見られた．さらに同調行動
得点を高群，低群に分けて対人恐怖心性得点を比較す
ると，1 年生の高群（41.3 ± 21.49 点）は，低群（17.6
± 13.81 点）より有意（P<0.01）に高く，2 年生と 3
年生でも同様の結果であった．今回の研究で同調行動
と対人恐怖心性の関連に大きな学年差が見られなかっ
たのは，先にも述べたような対人関係における自他へ
の過剰な意識や社会的不安意識という一般中学生の特
徴が，学年に関係なく，同調行動に影響していると考
えられる．

　表 16 に示すとおり，同調行動得点と特に関連の強
かった対人恐怖心性各因子を見ると，1 年生は自他
過剰因子（ r s ＝ 0.53），2 年生は人前での発言困難因
子（ r s ＝ 0.50），3 年生は自他過剰因子（ r s ＝ 0.37）
であった．ここで，対人恐怖心性各因子の得点を学
年別に見たとき，1，3 年生では自他過剰因子，2 年
生では人前での発言困難因子が他因子に比べて有意

（P<0.01，0.05）に高く，各学年で同調行動と関連が

表 14　全体・男女における同調行動各因子得点と対人
恐怖心性得点の関連（ｒs）

同調行動
各因子

対人恐怖心性得点

全体 男子 女子

n=367 n=168 n=199

仲間への同調
因子 0.25** 0.24** 0.28**

自己犠牲追従
因子 0.45** 0.44** 0.48**

スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01

表 15　学年別における同調行動得点と対人恐怖心性得
点の関連（ｒｓ）

対人恐怖心性得点
1 年 2 年 3 年

n=117 n=122 n=128

同調行動得点 0.47** 0.42** 0.28**
スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01

表 16　学年別における同調行動得点と対人恐怖心性各
因子得点の関連（ｒｓ）

対人恐怖心性
各因子

同調行動得点
1 年 2 年 3 年

n=117 n=122 n=128

自他過剰因子 0.53** 0.46** 0.37**

集団不適応因子 0.31** 0.25** 0.09

人前での
発言困難因子 0.51** 0.50** 0.36**

視線恐怖因子 0.30** 0.27** 0.27**

意志薄弱因子 0.45** 0.33** 0.14

無気力因子 0.28** 0.23** 0.15
スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01
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ある対人恐怖心性各因子と一致している．これは，2
年生は感情抑制をしやすいという特徴 9）が対人恐怖
心性に影響し，人前での発言困難傾向の高さが同調行
動との関連の強さに影響していると考えられる．
　学年別に同調行動各因子の得点と対人恐怖心性の関
連を見ていくと，自己犠牲追従因子と対人恐怖心性得
点の関連で，1 年 r s ＝ 0.62 とかなりな正の相関が見
られ，2 年 r s ＝ 0.40，3 年 r s ＝ 0.28 とやや正の相関
が見られた．また，自己犠牲追従因子と関連の強かっ
た対人恐怖心性各因子は，1 年生は人前での発言困難
因子（ r s ＝ 0.70），2 年生は人前での発言困難因子

（ r s ＝ 0.57），3 年生は自他過剰因子（ r s ＝ 0.37）で
あった．このことから，学年に関わらず，自己犠牲追
従，つまり，表面的な同調行動をとりやすい生徒は，
人前での発言困難傾向と自他過剰傾向が高いと考えら
れる．

3）部活動加入の有無別にみた同調行動得点と対人恐
怖心性得点の関連
　表 17 に示すとおり，部活動の有無別にみた同調行
動得点と対人恐怖心性得点との関連を見てみると，同
調行動得点と対人恐怖心性得点との関連は，部活を
している r s ＝ 0.41 とかなりな正の相関があり，部
活をしていない r s ＝ 0.36 とやや正の相関が見られ
た．さらに，部活をしている同調行動得点高群（44.7
± 20.70 点）は，低群（18.4 ± 14.37 点）よりも対人
恐怖心性得点が有意（P<0.01）に高く，部活をしてい
ない生徒も同様の結果であった．高橋ら 28）は，部活
に加入することによって，新鮮な環境下に身を置き，
様々な初対面の団体と関係性を持つことで，他者への
貢献を促進するだけでなく，自分自身を上手に管理，
コントロールする柔軟な対応能力を身につけられると
述べている．しかし今回は同調行動と対人恐怖心性の
関連には，部活の加入の有無は関係があるとは言えな
かった．

　さらに，同調行動と特に関連が強い対人恐怖心性因
子を見ると，部活をしている生徒では，自他過剰因子

（r s ＝ 0.47），次いで人前での発言困難因子（r s ＝ 0.45）
であり，部活をしていない生徒では人前での発言困難

因子（ r s ＝ 0.48），次いで自他過剰因子（ r s ＝ 0.42）
であることが分かった．このことから，部活をしてい
る生徒で同調行動をとりやすい生徒は，自他過剰の傾
向があり，部活をしていない生徒で同調行動をとりや
すい生徒は，人前での発言困難傾向があると考えられ
る．
　同調行動の各因子と対人恐怖心性との関連では，部
活加入の有無に関わらず，同調行動各因子と対人恐怖
心性には関連があることが分かった．また，特に自己
犠牲追従因子と対人恐怖心性は，部活をしている r s

＝ 0.45，部活をしていない r s ＝ 0.44 とかなりな正の
相関が見られた．

　表 18 に示すとおり，自己犠牲追従因子に最も関連
が強い対人恐怖心性因子を見ると，部活の加入の有無
に関わらず，人前での発言困難因子であった．これは，
部活をしていない生徒も同様の結果であった．この結
果は，全体で見たとき，自己犠牲追従因子と関連があ
る対人恐怖心性因子が人前での発言困難因子であった
という結果と一致している．このことから，部活の加
入の有無に関わらず，表面的同調をとりやすい生徒は，
対人恐怖心性が高く，中でも発言困難傾向が高いと考
えられる．

表 17　部活加入の有無における同調行動得点と対人恐
怖心性得点の関連（ｒｓ）

対人恐怖心性得点

部活をしている 部活をしていない

n=232 n=135

同調行動得点 0.41** 0.36**
スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01

表 18　部活加入の有無における自己犠牲追従因子得点
と対人恐怖心性各因子得点の関連（ｒｓ）

対人恐怖心性
各因子

同調行動；自己犠牲追従因子

部活をしている 部活をしていない

n=232 n=135

自他過剰因子 0.40** 0.43**

集団不適応因子 0.30** 0.29**

人前での
発言困難因子 0.57** 0.56**

視線恐怖因子 0.36** 0.29**

意志薄弱因子 0.41** 0.29**

無気力因子 0.22** 0.27**
スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01
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4）クラスの雰囲気別にみた同調行動得点と対人恐怖
心性得点の関連
　表 19 に示すとおり，同調行動と対人恐怖心性との
関連を見ると，「良い」 r s ＝ 0.44，「やや良い」r s ＝
0.40 と正の相関が見られた．同調行動各因子と対人
恐怖心性の関連を見ると，自己犠牲追従因子得点と
対人恐怖心性得点で「良い」 r s ＝ 0.46，「やや良い」
r s ＝ 0.51 と，かなりな正の相関が見られた．これよ
り，クラスの雰囲気を肯定的に感じている生徒で，表
面的な同調をとりやすい生徒は，対人恐怖心性が高い
ことが分かった．葛西・松本 6）は自己犠牲をしやす
い人は慢性的に感じられる不安がやや高いことや自分
が我慢してでも友人に合わせることによって，その集
団に所属しようとしていると述べている．このことか
ら，クラスの雰囲気を肯定的に感じている生徒でも，
自分が無理をしてでも相手に合わせようとする自己犠
牲傾向の生徒は，不安を低減しようとして表面的同調
行動をとると考えられる．
　また，表 20 に示すとおり，同調行動と対人恐怖各
因子の関連を見てみると，同調行動得点と自他過剰因
子得点で「良い」r s ＝ 0.49，「やや良い」r s ＝ 0.49 と，
かなりな正の相関が見られた．さらに表 21 に示すと
おり，仲間への同調因子得点と対人恐怖心性各因子得

点の関連においても，「良い」r s ＝ 0.44，「やや良い」
r s ＝ 0.39 で仲間への同調因子と自他過剰因子に正の
相関が見られた．これはつまり，クラスの雰囲気を肯
定的に感じており，積極的に同調しようとする生徒は，
他人や評価される自分を気にする傾向にあると考えら
れる．
　岡田 5）は，積極的に円滑な友人関係を維持するに
関心が高い青年は，友人からの評価や視線に対して敏
感であると指摘している．また，葛西・松本 6）は積
極的な同調行動をするものは，友人に自分を良く見せ
たいという思いが働いていると述べている．つまり，
今回クラスを肯定的に感じている生徒は，良い雰囲気
の場に属する生徒たちに対して自分もその中に入りた
い，気に入られたいという感情を持ち，周りの目を意
識しながら積極的に友人に合わせているのではないか
と考えられる．
　表 19 に示すとおり，クラスの雰囲気を「あまり良
くない」と感じている生徒の同調行動と対人恐怖心性
の相関は，r s ＝ 0.61 とかなりな正の相関が見られた．
同調行動各因子と対人恐怖心性の関連を見ると，
r s ＝ 0.59 で仲間への同調因子得点と対人恐怖心性得
点にかなりな正の相関が見られた．これより，クラス
の雰囲気を「あまり良くない」と感じているにも関わ
らず，積極的な同調をとりやすい生徒は，対人恐怖心
性が高いと考えられる．
　また，クラスの雰囲気を「あまり良くない」と感じ
ている生徒における同調行動と対人恐怖心性各因子の
関連を見てみると，表 20 に示すとおり，r s ＝ 0.89 で
同調行動得点と人前での発言困難因子得点にかなりな
正の相関が見られた．また表 21 に示すとおり，クラ
スの雰囲気を「あまり良くない」と感じている生徒に
おける仲間への同調因子得点と対人恐怖心性各因子得
点の関連においても，r s ＝ 0.75 で仲間への同調因子
と人前での発言困難因子に強い正の相関が見られた．
これはつまり，クラスの雰囲気を「あまり良くない」
と感じているにも関わらず積極的に同調しようとする
生徒は，大勢の前で発言できないなどの臨場的な社会
的不安を表す人前での発言困難傾向が強いと考えられ
る．
　さらに，表 19 に示すとおり，クラスの雰囲気を

「良くない」と感じている生徒は，同調行動と対人恐
怖心性の関連で，r s ＝－ 0.90 と強い負の相関が見ら
れた．これより，クラスの雰囲気を「良くない」と感
じ，同調行動をとりやすい生徒は対人恐怖心性が低い

表 19　クラスの雰囲気の感じ方別における同調行動得
点と対人恐怖心性得点の関連（r ｓ）

対人恐怖心性得点

良い やや良い あまり良
くない 良くない

n=172 n=166 n=23 n=5

同調行動得点 0.44** 0.40** 0.61** － 0.90*
スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01 *;P<0.05

表 20　クラスの雰囲気の感じ方別における同調行動得
点と対人恐怖心性各因子得点の関連（ｒｓ）

対人恐怖心性
各因子

同調行動得点

良い やや良い あまり良
くない 良くない

n=172 n=166 n=23 n=5

自他過剰因子 0.49** 0.49** 0.38 － 0.56

集団不適応因子 0.28** 0.24** 0.35 － 0.21

人前での
発言困難因子 0.43** 0.45** 0.89** － 0.41

視線恐怖因子 0.29** 0.29** 0.40 － 0.82

意志薄弱因子 0.31** 0.37** 0.59** － 0.82

無気力因子 0.27** 0.22** 0.26 　0.16
スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01
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と考えられる．

　また，表 21 に示すとおり，クラスの雰囲気を「良
くない」と感じている生徒における仲間への同調因子
得点と対人恐怖心性各因子得点の関連については，
r s ＝－ 0.97 で仲間への同調因子と意志薄弱因子に強
い負の相関が見られた．これはつまり，クラスの雰囲
気を「良くない」と感じ，積極的に同調しようとする
生徒は，自分の意志や感情を統制できない不安や不満
感は低いと考えられる． 
　深谷ら 29）の中学生を対象とした調査で，学校を楽
しくないと感じている生徒は自分の居場所が見つから
ないと感じる傾向にあることが分かっている．よって，
クラスの雰囲気をあまり良くないと感じている生徒は，
周囲に積極的に同調することによって不安を低減し，
自分の居場所を確保しようとしていると考えられる． 
　吉川・高橋 30）は，学級満足度が高い生徒は，自己
開示スキルが高く，学級内で自分の思いを受け止めて
もらえることで，自身が認められている，あるいは学
級内に自分の居場所があるという安心感を持つことが
できる一方，学級満足度が低い生徒は，自己開示スキ
ル，引いては居場所や安心感等が低いために，学級内
での存在感や意識が薄くなり，周囲への阻害感や侵害
感が高まるということを述べている．
　以上のことから，クラスの雰囲気の感じ方には自己
開示スキル，引いては居場所や安心感が関わっており，
同調行動と対人恐怖心性の関連に影響していることが
考えられる．

まとめ

　今回，中学生のとる同調行動と対人恐怖心性の関
連を明らかにすることを目的に，中学 1 年生～中学 3
年生を対象とした質問紙調査を行った．その結果およ
び考察を元に，養護教諭としての支援を考えたい．
　本研究で，同調行動と対人恐怖心性の関連が特に強
かったのは，男女別では女子，学年別では 1 年生，部
活加入の有無では部活をしている生徒，またクラスの
雰囲気をあまり良くないと感じている生徒であった．
つまりこれらの同調行動を多くとっている生徒は，対
人恐怖心性が高いと考えられる．そのため，養護教諭
を含めた教師は，生徒に対人恐怖がみられる場合や過
度の同調的言動に着目し，早期に個別の相談活動等の
支援につなげていく必要性があると考える．また，生
徒の友人関係を理解し，学級の雰囲気の捉え方を含め
て情報収集を行うことも大切になるであろう。
　特に，養護教諭は，保健室で悩みを抱えた生徒と個
別の相談活動を行う機会が多い。しかし，それだけで
なく，保健室外での生徒の日常的な様子についても校
内巡視でとらえたり，教諭と連携し，家庭環境等につ
いても必要に応じて情報を収集している．このような
生徒へ対応できる組織づくりのコーディネートを担う
ことが適切な支援につながっていくと考えられる．
　また，過度の同調行動をとることなく，相手を尊重
しつつ自分の気持ちを表現するアサーショントレーニ
ングなどの積極的な集団指導を取り入れることは，対
人恐怖心性の低減のために重要と考えられる． 

おわりに

　本研究は，中学生のとる同調行動との対人恐怖心性
の関連を明らかにすることを目的として行った．
　本研究の限界としては，中学校 1 校のみを調査し
たという対象の狭さがあげられる．質問項目では，部
活動加入の有無についての項目で「部活をしていな
い」の回答者の中に，今までは部活をしていたが，調
査時期に部活動を引退した者も含まれていた可能性が
あったこと，クラスの雰囲気の感じ方についての項目
で，その感じ方の原因やクラスがどのような雰囲気な
のかを具体的に記述が出来なかったことが挙げられる．
　よって，今後の課題としては，地域や校数，対象者
数を増やして調査を行う必要がある．また，調査対象
者のプロフィールの質問内容を推敲し，調査・研究し
ていく必要があると考えられる．

表 21　クラスの雰囲気の感じ方別における仲間への同
調因子得点と対人恐怖心性各因子得点の関連（ｒｓ）

対人恐怖心性
各因子

同調行動；仲間への同調因子

良い やや良い あまり良
くない 良くない

n=172 n=166 n=23 n=5

自他過剰因子 0.44** 0.39** 0.41* － 0.67

集団不適応因子 0.16* 0.08 0.53** － 0.46

人前での
発言困難因子 0.28** 0.23** 0.75** － 0.56

視線恐怖因子 0.18* 0.15 0.30 － 0.56

意志薄弱因子 0.22** 0.25** 0.59** － 0.97**

無気力因子 0.19* 0.10 0.26 　　　0
スピアマンの順位相関係数 **;P<0.01 *;P<0.05
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